８４枚笑顔の写真　石巻・大川小で合同供養式
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 祭壇には大川小児童と教職員計８４人の笑顔の写真が並んだ＝２８日午前９時ごろ、石巻市飯野川二小

　東日本大震災で全校児童１０８人のうち６８人が死亡し、６人が行方不明（２８日現在）になった宮城県石巻市大川小の合同供養式典が、四十九日に当たる２８日、同市飯野川二小を会場に行われた。/遺族や教職員のほか、亀山紘石巻市長、捜索に当たった消防団員ら約３００人が参列した。

　体育館の舞台に設けられた祭壇は白やピンクの花で飾られ、死亡したり、不明になったりした児童と教職員計８４人の写真が学年ごとに並んだ。昨年春、大川小の桜の下で撮った集合写真から作製したという。

　５年生と３年生の２人の子どもを失った武山剛ＰＴＡ会長は、あいさつで「今でも『ただいま』と笑顔で帰ってくるような気がする」と涙ながらに話し、慰霊碑の建立も提案した。

　６年生の娘を亡くした鈴木典行さんは遺族代表のお別れの言葉で「まだ死を認めたくない。怖かっただろう。助けてやれなくてごめん」と無念の思いを語った。遺族が写真に花を手向けて冥福を祈り、式典は１時間ほどで終了。会場には遺族のすすり泣く声が漏れた。

◎「やっとおうち帰れるね」／現場で再会／悲しみ新た

　「やっとおうちに帰れるね」。会社員狩野孝雄さん（４２）、あけみさん（４２）夫妻は２８日、石巻市大川小近くのがれきの下から見つかった三女の愛さん（１２）に語り掛けた。石巻市飯野川二小で同日あった合同供養式を待っていたかのようにかなった再会。一つの区切りとなる四十九日も、大川小周辺では、警察や自衛隊などによる行方不明児童らの捜索が続いていた。/狩野さん夫妻は、供養式に出席後、特徴が似た遺体が見つかったとの連絡を受け、喪服のまま捜索現場に駆け付けた。身に着けていた下着とミサンガなどから、６年生だった愛さんにほぼ間違いないと確認した。
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「大変だったね、冷たかったね」。あけみさんは対面した愛さんに声を掛けた。「もう見つからないかなと思っていた。あの人はマイペースだったから…。早くうちに連れて帰りたい」と話した。/２人は連日のように学校周辺に足を運び、娘を捜した。「本当に手の掛からない子だった。最後の最後に甘えたかったのか」と孝雄さん。「全員が見つかるまで捜したい」。愛さんが見つかった後も２人は喪服を着替えて長靴姿になり、捜索活動に加わった。

　合同供養式が行われているころ、大川小近くの沼地に６年生だった孫の女子児童（１２）を捜す祖父母の姿があった。
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　「供養式に両親らが出席している間に見つかったらかわいそうだから」と祖母（６９）。重機が土砂を掘り起こす様子を見つめながら、「まだ夢を見ているようだ」と声を詰まらせた。

　大津波が襲った３月１１日の朝は「ごちそうさまでした」の声がなぜかいつもより大きかった。両親は共稼ぎで、朝食の支度などは祖父母の仕事だった。卒業式で着るはかまも、中学校で着る制服も、通学に使う自転車もすべてそろえていた。

　風呂上がりにはよく足をもんであげた。「普通は逆だけど。何でもおばあちゃん、おばあちゃんと甘えてくる子だった」と、祖母は寂しそうに語った。（佐藤崇）

大川小の校舎前には、供養式を終えた遺族らが訪れ、犠牲者の冥福を願って手を合わせた＝２８日午後１時ごろ、石巻市釜谷（河北新報・2011年04月29日金曜日）

